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から来る乗客に押し出された。「荷物は取らないで」と何度も乗務員が叫ぶ。多くの人が荷物を持たずに
避難していた。
　後方中央に座っていたⓒさん、（図 3）左側の窓から炎が見えた。
　煙はどんどん濃くなっていく。 2歳の娘が泣き始め、自分もせき込んだ。「やばいかもしれない」。妻
が娘の口を覆い、頭を低くした。ドアが開いても、我先にと駆け出す乗客はいなかった。「子どもがいる
方は先にどうぞ」。そんな声を掛ける乗客もいた。
　何が起きているのかまったくわからない。脱出してから後を見ると機体は炎に包まれていた。手足が
震えた。
　中央付近に家族で座っていたⒹさん（図 4）1人で脱出用のシューターを降り、離ればなれになってい
た娘と 4歳の孫、夫と合流出来た。「よかった」。そう声を掛け合った。
　午後 6時 5分、客室乗務員と共に、機長とみられる男性が脱出して来た。顔にすすを付け、乗客に頭
を下げて回る「このたびは大変申し訳ございませんでした」。涙目に見えた。Ⓓさんの家族は羽田空港を
経由してハワイへ行くはずだった。スーツケースが燃え、 5日間を都内のホテルで過ごして、 7日に飛
行機で札幌市の自宅に戻ったという。
　夫は衝撃音に似た物音にびくっと体が反応する。娘は今も「飛行機は怖くて乗りたくない」という。孫
が時々、「燃えているね」と当時の光景を思い出したようにつぶやくことがある。「あの日の光景は頭に
焼き付いてしまった。日常生活を送る中で、少しずつ、元の状態に戻るのを待つ、いまはそれだけ」と
のこと。

　機内の様子がありありとつたわって来た。どうしてもこの文面をお借りして、この大事件をつたえた
かった。海保機 5人の死亡は誠に残念だがJAL機全員無事はほんとうに良かった。感動。

参考資料
　朝日新聞、2024年 1 月 3 日、 4日、 9日
　NHKテレビ
 令和 6年 1月21日　記

残骸を整理か調査か、車が見える 海保機の無惨な焼機、跡形がない、す
ごい

日本航空、緊急脱出の 5項目
この 5項目がまもられたから、全員無
事だったのかも知れない
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